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１ 事業の内容 
ステップアップ事業の対象は、「環境ＮＰＯ法人現況報告レポート２００５」 
を刊行し、関係方面に無償で配布する事業である。 
本書は、埼玉県内の環境分野のＮＰＯ法人の現況をダイジェスト版で編集し、 
いわゆる白書として刊行したもので、環境ＮＰＯ法人相互の協力関係の確立や 
連携の強化（ネットワーク化）に役立てること、及び県民への自主的情報提供 
活動として、その理解と協力を深めることを目的としたものである。 
 
◎部 数   ３００部（当初計画２００部、増版１００部） 
◎規 格   Ａ４版、モノクロ、４１ページ 

◎編集企画  「環境ＮＰＯ法人活動白書」刊行企画委員会（委員６人） 

◎印 刷   埼玉新聞社出版局 

◎配布先   県内環境ＮＰＯ法人、県、市町村担当課、その他 

◎総事業費  ３８０，０３２円（うち助成金１５０，０００円） 

 

２ 事業の成果 

本書の刊行に当たり、２回県内環境ＮＰＯ法人の交流会を開催し、情報交換 

とネットワーク構築のきっかけ作りを行った。また、県民へのＰＲに資するた 

め、増刷し、「埼玉ＮＰＯフォーラム２００６」（Ｈ１８．１．２１開催）にお 

けるブース出展を始め、新聞記事等による啓発に努めた。交流会の意見等を集 

約すると次年度以降の継続実施の要望が強く、また、ＮＰＯ法人自体も有効活 

用したいとの声が強かった。 

ＮＰＯ法人自らの手による白書作りとして、先進的な事業と思われるが、民 

間としての特徴、民間らしい企画を盛り込むという点では、十分とはいえず今 

後に課題を残した。 

一方、県内ＮＰＯ法人相互の協力関係の確立や連携の強化という点では、一 

灯を投じ、手応えをかち得たと考える。 

 

３ 今後の展開（活動方針） 

次年度以降も内容の充実を図り、発行部数も増やし自主財源による刊行事業 

として継続する。 

また、環境ＮＰＯ法人相互のネットワーク化、協働等に資するため、これら 

法人の交流会を継続開催する。 


